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開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者さまの受け入れは原則お断りしません
（やむを得ずお断りをする場合はご容赦ねがいます）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在150名以
上の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ

ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。

・当院HPや１階ロビーで登録医を紹介し、逆紹介を希望される
患者さまに優先してご紹介します。
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肝炎キャリアの患者さんの治療中に
針刺し事故を起こしてしまった

≪対応≫

①受傷者は直ちに石鹸と流水で傷口を洗い流す。

②受傷者の検査
医療施設で血液検査（HBs抗原、HBs抗体、HCV抗体、HIV
検査、肝機能検査）を受ける。

③患者さまの検査
曝露源となる患者さまが特定できる場合は、承諾を得て患者さまの
採血（HBs抗原、HBs抗体、HCV抗体、HIV検査）を行う。

●患者さまがHBs抗原陽性の場合
受傷者がHBs抗体陰性かつHBs抗原陰性の場合、HBVの感染成立を阻止する
ために、24時間以内（遅くとも48時間以内）に高力価HBsヒト免疫
グロブリンとHBワクチンを接種する。

●患者さまがHVC抗体陽性の場合
血液検査にてHCV抗体、HCV RNAを確認する。
経過観察中にＣ型肝炎を発症した場合、抗ウイルス治療の適応となる。

●患者さまが特定できない場合
患者さまがHBs抗原陽性、HCV抗体陽性として対応する。

いずれの場合も、定期的な採血検査を受ける必要がある。労災扱いとなる。

針刺し事故を起こしたら、放置することなく素早い対応が必要です！
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